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年間3 -8㌦主要産地に成長

同]吐のマグロ考日直Fループ
の～宰伸介グループ○マネジャ
ーは｢頚汐直本マク'ロは安心
･安全･安定が売り｡ y中綿

産の本マグロは評判もい
い｣と帝し､沖縄発の折
本マグロの全国展開と消費
紘:大に意欲を示す｡

大洋エー

アンドエフ
本部町谷茶

本書β町谷茶で本マグロ
(クロマグロ)の親が本
相こ的に才子われている｡頚汐直
を宇准トはているのは弄環に
本社のある大手等エーアンド
エフ(藤井宇告会長) ｡県内

で年間約300トンを生産し､
全国向けに出荷している｡

水質良く養殖に最適
同社は国外で二カ所､

国内では本部町のほかに高知県､長崎県の三カ所で本マグロの養確をしている｡日本では同社のほかに数社が本マグロの義冠をして凝り'全国約二十カ所で本マグロの孝和が行われている｡日墓

体の養殖本マグロの生産轟は年間的三千.Lh.純絹はその十分の一を占め､国内の主要な産地の一つとなっている｡
本部町の孝殖壕では高

知県で捕れた本マグロの稚魚萱一年半かけて秦野｡体長約一五〇巧､体

蔓ハ〇㌔まで育て'出荷する｡縦六十㍍'横四十㍍へ深葦(+㍍のいけすで本マグロを育てる｡養

死場には±のいけすがあり､現在二万匹の本マグロが養警れている｡
同社は完八五年に本

マグロの養藁'沖縄では九〇年に聾相をスタートさせた｡浄マネジヤ-は沖縄を選んだ理由を｢沖縄は海がいい｡水がきれいで'水温が冬場でも高く､成長が早い｣と

誓｡沖縄での養殖で苦
労するのは4嵐｡rいけすの補修･補強をして､祈るしかない｣という｡赤土の流出も悩みの積だ｡

養殖本マグロは品質､
出荷量'価格が安定しており､品質や出荷土などにばらつきがある天然物よりも責いやすいと評判がいいという｡また'い
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はすから取里げて､一
驚やし､暴君荷す

るため鮮度もいい｡冷却には沖縄の海韓深層水が使われている｡
沖縄産の養殖本マグロ

は県内では流通していない｡薄マネジャ-はr価格的に難しいよ是が､いつか沖縄でも食べてもらえれば｣と爵している｡


